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ス
ガ
ハ
ラ
ミ
チ
ザ
ネ

菅
原
注
目
叫

刊
川
和
天
日
目
点

翻
十
三
年
十
二
且
糊
拐
容
使
加
到
に
討
し
た
か
ら
、

道
民
は
勅
を
問
中
じ
て
存
間
制
裕
容
伎
と
な
っ
た
。

之

を
以
て
論
者
或
は
こ
の
時
を
以
て
滋
認
が
加
引
に
下

っ
た
乙
と
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
魁
殺
到
三
州

芯
の
如
き
は
即
ち
そ
れ
で
、
道
民
が
紋
日
山
行
排
作

二
十
郎
に
疲
熔
出
向
s
布
水
↓
老
侠
悶
=
制
隔
-
の
一
聯

が
あ
る
の
を
捉
へ
、
こ
の
布
水
と
制
隔
を
似
し
て
、

石
川
郡
布
市
河
と
能
楽
柑
和
山
山
で
あ
る
と
し
、

こ
の
時
は
滋
慌
が
加
到
に
下
っ
た
時
の
作
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
布
市
河
と
い
ふ
も
の
は
無

い
管
で
あ
る
。
或
は
今
の
野
々
市
を
布
市
の
酷
で
あ

る
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
は

=
青
山
古
砲
に
川
町
，

mと
路
か
れ
た
地
で
、
布
市
の
手
を
問
ひ
た
は
滞
政

初
期
の
恥
で
あ
る
。

利
凶
山
は
一
向
一

授
の
首
魁
和

聞
本
先
寺
が
越
前
か
ら
来
て
こ
L

に
蹴
っ
た
後
名
を

得
た
と
い
ふ
殻
に
従
へ
ば
、
正
籾
に
そ
の
都
は
な

い
。
思
ふ
に
秋

H
山
行
の
時
の
自
註
に、
『
干
v

時
新
v

副
仰
向
=
越
州
枇
-
』
と
し、

χ
海
上
月
夜
の
狩
の
自
位

に
は
、
『子“
時
折
v

榊
到
z
越
州
-
』
と
あ
る
か
ら
、
此

の
繭
緬
は
同
時
の
作
な
る
べ
く
、
山
行
は
即
ち
逢
坂

山
を
越
え
、
得
上
は
即
ち
琵
琶
湖
を
渡
る
も
の
で
、

越
州
祉
は
越
前
の
一
宮
叙
比
訓
枇
を
摘
す
の
で
は
な

宛
配
分
あ
り
。

口
口
氏
の
討
中
士
あ
り
。
内
十
依
配
分

あ
り
。
残
五
十
依
は
御
修
刷
出
科
に
除
知
有
。
音
は
勅

m
mに
て
大
社
成
り
L
に
、
度
々
の
共
団
臨
に
縁
起
等

も
退
特
あ
り
し
と
い
へ
り
。
中
比
利
家
公
御
合
戦
の

御
勝
利
を
此
御
枇
へ
析
。
給
ふ
に
簸
世
相
あ
b
し
よ

り
、
社
副
御
建
立
あ
り
。
御
枇
領
も
御
中
前
附
あ
り。

菅
原
の
姓
の
始
。
は
、
此
所
よ
り
起
れ
る
と
一
苫
訟
も

有
。
い
か
ど
。
』
と
紀
ず
る
。

ス
ガ
ハ
ラ
ノ
ユ
キ
ナ
ガ
菅
原
の
行
長

J
ユ
キ

ナ
ガ
行
長
。

ス
力

か
ら
う
か
。
若
L
巡
回叫
が
加
到
に
主
っ
た
の
な
ら
ば
二
授
z
加
賀
凶
従
四
位
上
菅
生
訓
正
四
似
下
-
と
あ
る
も

そ
れ
を
越
州
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
さ
う
も
な
い
。
殊

一
の
で
、
白
山
起
に
は
『
官
主
ハ
越
前
ノ
混
一
二
三
百
-
之

に
遊
園
拠
の
存
附
劫
怒
客
伎
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
貞

一慮
、
加
賀
立
凶
之
時
お
=
加
賀
之
二
宮
一
』
と
書
い
て

間
十
四
年
正
且
六
日
で
、
同
且
廿
一
日
母
の
益
に
了

一
あ
る
。
又
前
回
綱
紀
の
桑
悲
難
誌
に
は
、
際
永
南
足

っ
て
取
を
敵
L
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
続
か
に

一
利
部輪出抑
制
舗
を
街
地
L
、
後
間
出
長
の
初
附
旧
利
M
K
も

十
六
日
で
、
未
だ
途
に
上
る
こ
と
さ
へ
な
か
っ
た
で

一
同
じ
〈
寄
地
、
寛
永
の
比
の
利
治
の
寄
進
と
併
せ
て

あ
ら
う
o
次
い
で
倣
抽
出
客
佼
悲
削
閣
は
元
腿
六
年
十
一

一
七
十
石
と
な
り
、
利
長
は
文
鳥
聞
を
建
て
た
と
あ

且
加
引
に
一
世
停
L
、
七
年
四
且
入
京
し
た
。
遊
園
叫
は

一
る
。
最
近
の
本
殿
は
昭
和
十
一

年
三
且
の
修
築
、
幣

こ
の
年
正
且
加
賀
の
椛
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の

一
段
・拝
殿
等
は
同
十
三
年
八
且
の
改
築
に
係
る
。

奥
般
の
光
築
を
得
た
に
感
泣
L
、
喜
ν
彼
鍾盗
品
叫
=
到

一
合一
U

祭
榊

l
岱
祉
は
官
位
石
部
制
を
祭
る
。
し
か
し

州
民
外
刺
史
-
七
仰
を
作
っ
た
。
『
家
門
部
得
弊
筑
謎
。

一
一位枇
併
に
日
子
穂
々
出
見
命
・
凱
玉
路
氏
命
・鵜
草
計

最
湾
先
お
任
=此
州
4

且
係
官
凶
ν
含
v
M
叩
他
。
無
v

努

一
不
合
命
の
=
一
位
を
如
き
奉
る
と
書
い
た
も
の
も
あ

北
陸
行
-
九
段
ぺ
ヰ
只
盟
問
成
辿
=
大
駄
。
腰
底
三
勉
知
v

一
回り、
式
内
容
白
山
祉
担
に
は
少
彦
名
命
で
あ
る
と
す
る
o

m
M
否
。
仁
風
刊
夕
張
械
工
谷
統
d

』
と
い
ふ
の
が
そ
れ

一
2
5榊
例
制
階
は
附
胞
の
如
〈
天
凶
三
年
の
正
聞

で
、
そ
の
自
設
に
、『
子
先
添
=
一
一
官
。

E
銑
=
州
任
↓

一
位
下
ま
で
凶
史
に
見
え
る
が
、
祉
仰
に
よ
れ
ば
、
そ

庖
搾
雌
v

版
。
士
林
策
v

之
。
』
と
あ
る
。
先
君
は
即
ち

一
の
後
永
保
元
年
二
且
に
正
四
位
上
、
永一
治
元
年
七
且

是
器
の
こ
と
で
、
こ
の
時
も
加
賀
に
入
っ
た
の
で
は

一
に
従
三
院
、
治
一政
四
年
十
二
且
に
正
三
日
悦
、
元
出
町
こ

な
い
。
只
外
邦
の
佳
筑
と
唱
和
し
得
る
文
人
を
裂
し

一
年
=
一
月
に
従
二
位
、
強
仁
元
年
二
且
に
正
二
依
、
弘

た
が
お
に
、
朝
廷
で
は
滋
誌
を
こ
の
官
に
任
じ
た
の

一
長
元
年
二
且
に
従
一
般
、
建
治
元
年
七
且
に
正
一
位

で
あ
ら
う
。
し
か
し
是
よ
り
後
三
年
、
光
学
天
袋
仁

一
に
限
っ
た
と
し
て
ゐ
る
。
後
明
治
抗
年
十
一
且
郷
枇

和
二
年
正
月
ま
で
こ
の
宮
に
在
っ
た
か
ら
、
元
凶
八

一
に
、
六
年
五
且
鯨
祉
に
、
ニ
オ
九
年
三
且
十
九
日
同

年
に
作
っ
た
文
誌
の
如
き
は
、
皆
そ
の
末
尾
に
従
一
治

一
幣
小
祉
に
進
め
ら
れ
た
。

位
上
行
式
郁
少
納
品
班
文
武
剛
山
士
加
賀
械
守
管
原
初
陸

一
(
四
〉
枇
地

l
師
同
生
石
節
制
枇
の
枇
地
に
就
い
て
は
、

と
犯
し
て
ゐ
る
。

一
桑
融
制
誌
に、
『
激
地
天
訓
告
白
印
紳
名
阪
官
位
磁
郎
制

ス
ガ
フ

官
官
生
江
沼
郡
山
中
谷
に
腐
す
る
館
前
。
一
枇
也
o
昔
宮
地
は
江
沼
部
ノ
菅
生
村
昌
在
リ
O

敏
建
夫

源
平
服
袋
砲
に
須
川
林
と
い
ひ
、
戦
艇
犯
に
出
制
何
に

一
品
御
宇
今
地
開
。

amm刷。
尤
依
=
御
託
宣
。』
と
い
ひ
、

作
る
も
の
皆
こ
の
地
で
あ
る
。

一
式
内
容
山
田
枇
犯
に
、『押
阿
佐
石
総
榊
枇
。
式
内
一
座
。

ス
ガ
フ
イ
ソ
ベ
ジ
ン
ジ
ヤ
菅
生
石
部
神
社

一
般
地
村
銀
座
。
和
国
枇
地
菅
生
村
。
故
裕
二
官
生
石
部

門
一
〉
沿
革

l
江
沼
梢
激
地
に
鎮
座
す
る
。
近
情
敷
地

一
称
。
』
と
純
せ
、
文
笈
思
紀
問
に
は
、『
江
泊
制
官
生
村

天
耐
と
も
い
う
た
が
、
延
惑
式
制
名
恨
の
菅
生
石
部

一
の
前
市
代
田
の
開
山
政
地
夫
前
の
枇
跡
と
い
ふ
。

折
仰

跡
枇
で
あ
り
、
三
代
氏
録
防
成
天
単
一
見
邸
七
年
十
二

一
古
き
土
器
な
ど
掘
削
す
こ
と
あ
り
。
』
と
記
し
て
、
何

且
什
八
日
に
、
民
巾
加
賀
凶
官
生
訓
授
-
正
五
位
下
旬
二

れ
も
初
は
菅
生
村
に
銀
座
L
、
後
に
政
地
村
に
料
じ

日
本
紀
略
朱
包
天
白
羽
天
川
出
三
年
正
昂
十
五
日
に
器
ν

一
た
も
の
ふ
や
う
に
説
い
て
ゐ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
就

ス
ガ
7
ガ
ハ
菅
生
川

江
沼
測
に
在
っ
て
一
名

を
三
谷
川
と
も
い
ふ
。
一

統
は
白
字
街
の
束
ぷ
什
か

ら
出
で
、

一
統
は
直
下
関
の
獅
の
上
か
ら
加
で
、一

流
は
日
谷
衡
の
と
ち
の
木
か
ら
出
で
、
三
抗
合
し
て

南
郷
・
官
坐
舗
を
終
、
大
型
寺
町
に
京
0
、
大
現
寺

い
て
は
加
烈
志
徴
に
、
こ
の
世
は
菅
生
村
か
ら
敷
地

村
に
移
し
た
の
で
あ
る
と
の
設
も
あ
る
が
、
敷
地
の

も
の
は
筑
枇
の
敷
地
印
ち
宮
地
な
る
が
放
に
起
っ
た

邑
名
で
、
本
来
は
敷
地
村
も
亦
官
生
村
の
領
内
で
あ

っ
た
の
で
あ
ら
う
と
の
諭
が
あ
っ
て
、
後
者
の
方
が

正
し
い
考
へ
方
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

〈
五
〉
凶
従
|
也
生
石
部
帆
ぜ
に
は
左
記
の
附
貨
を
泌

す
る
。

正
親
問
天
山晶子御
由
民
家
詠
草
。
幅
二
虫
駆
七
五
、
E
T
一
一

三
線
三
三
を
測
る
。
明
治
三
十
三
年
四
且
同
質
に
指

定
せ
ら
れ
た
。
附
見
且
の
御
駄
で
、
永
品
開
周
年
八
且

十
五
夜
耶
名
院
三
侠
商
公
伎
の
合
勤
に
係
る
も
の
で

あ
る
。

時
給
角
赤
手
箱
一
合
。
駿
三
六
縦
三
六
、
続
二
九
腕

三
九
、
阿
古
二
七
種
二
七
。
元
利
五
年
卯
月
十
七
日

加
賀
務
主
前
削
利
常
夫
人
の
裕
治
に
係
る
も
の
で
、

そ
の
胞
か
ら
の
文
総
が
涼
へ
て
あ
る
。
被
せ
穏
で
、

mm
及
び
身
の
各
間
を
荒
円
市
開制
。
朱
設
と
L
、
そ
の

他
思
擦
の
郎
分
を
総
梨
地
に
し
て
↑
抑
制
の
文
様
を
一
一
州

時
給
と
し
て
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
四
且
岡
武
に
出
制

定
せ
ら
れ
た
。
手
箱
の
笹
中
口
聞
は
般
人
形
・一
寄
袋
・
金

銀
帖
紙
・術
箱
等
で
、
そ
の
備
箱
は
阻
止
二
四
鰹
二
四
、

航
一
一
一
例
一
二
。
疏
の
去
に
古
代
鉛
と
縮
緬
と
を
取

交
ぜ
て
日
の
仰
の
山
士
山
を
抑
給
と
L
、
巾
に
白
粉

部
品
を
納
め
て
あ
る
。

右
の
外
枇
阪
に
、
滋
舟
銀
紙
本
田
副
総
野
肘
仰
の
附
、
明

末
製
磁
叫
川
雄
脊
鑑
同
磁
附
出
荷
制
中
期
刑
制
・問凶長
十
年
十

且
金
相
即
位
入
口
口
抽
出
平
の
給
路
が
あ
る
。

.品.
J、
園
田


